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【①】
太もも・膝を動かすことで最大44種類の文字を入力可能

入力方法は、
表1より6x6=36通り
表2より5x2=10通り
表3より2通りを除外
合計44通り
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研究目的
太ももを使用した入力インターフェースの開発
上肢障がい者でも可能な精度よい文字入力の実現
e-typingによるスコアで158の獲得を目標
※e-typingのスコア158は個人的な用途でのパソコン利用
で問題ないレベル
※e-typingのスコアはWPMに正解率の3乗をかけたもの

研究背景
日常生活や仕事を行う上でパソコンの使用が
必要とされる場面が増加

上肢障がい者はキーボードのキーを押すことが困難
〇問題点
・アイトラッキング→文字入力速度の遅さ
・フットペダル →入力できる文字数の少なさ
〇太ももの使用
→文字入力速度の遅さ、入力できる文字数の少なさを
改善可能

→上肢障がい者でもキーボードの代替として
文字入力可能

設計

【2】
慣性計測ユニット…太ももの位置を計測

筋電位センサ…膝の伸びがあるかどうかを計測

【3】
マイコンはArdiunoを使用

センサの計測で得た値を二値化
→入力方法が決定

【4】
出力する文字のコンフィグファイルを参照

↓
決定した入力方法をもとに、出力する文字を決定

↓
決定した文字をクラスRobotを用いて出力

① ②

③

④

図1：装置全体の総合的な設計

左もも 右もも

左上 上 右上 左上 上 右上

左下 中心 右下 左下 中心 右下

表1：太ももの位置

左もも 右もも

右上かつ左上

右下かつ左下

表3：考慮しない太ももの位置

膝の伸びあり 膝の伸びなし

左上 上 右上 左上 上 右上

左下 右下 左下 右下

表2：膝の伸びを考慮した太ももの位置

図3：作成した装置で文字入力している
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図2：作成した装置
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